
26L121 担当形態

開講学期 2

教科書
[書名／著者
名／出版社]

教科書なし

受講生への
メッセージ

この授業は、あなたがこれからどんな人生を歩みたいかを考えるきっかけになります。誰かの生き
方を参考にしつつ、自分だけの「好き」と「得意」を見つけ、それを土台に理想の人生を描いてく
ださい。講師や仲間の話からヒントを得ながら、失敗を恐れずに未来をデザインしていきましょ
う。参考書

[書名／著者
名／出版社]

なし

第8回
ロールモデルによる講話②特別講師（看護師からネイリストへ）起
業家女性(予定)

授業のポイントを整理・復習、プレゼンの準備
事前・事後
学修時間

(分／授業1回）
180分／授業1回

プレゼンの準備・復習

第7回
ロールモデルによる講話②特別講師（看護師からネイリストへ）起
業家女性(予定)：事前準備

プレゼンの準備・復習 第15回 まとめと振り返り 全体を踏まえてレポートにまとめる

第6回
ロールモデルによる講話①特別講師（世界を舞台に人生を楽しむ）
世界で活躍する女性(予定)

授業を踏まえてレポートをまとめる 第14回 「すきな人を紹介する」「すきでデザインする人生」発表②

授業を踏まえてレポートをまとめる

第5回
ロールモデルによる講話①特別講師（世界を舞台に人生を楽しむ）
世界で活躍する女性(予定)：事前準備

プレゼンの準備・復習 第13回 「すきな人を紹介する」「すきでデザインする人生」発表① プレゼンの準備・復習

第4回 自己理解③：好きと得意から未来をデザインする 授業を踏まえてレポートをまとめる 第12回 習慣化について

授業を踏まえてレポートをまとめる

第3回
自己理解②：ゲーム体験の振り返りと、「人生における選択と偶
然」について

授業を踏まえてレポートをまとめる 第11回
人間関係論：アドラー心理学をもとに、人間関係とライフデザイ
ンの関係を学ぶ

授業を踏まえてレポートをまとめる

第2回
自己理解①：ボードゲーム「人生ゲーム」を体験し、自分のライフ
デザインを意識する

授業のポイントを整理・復習 第10回 ロールモデルによる講話③特別講師（卒業生）(予定)

事前・事後学修

第1回
ガイダンス：授業の目的や進め方の説明、ロールモデル研究とは何
かを共有

授業のポイントを整理・復習 第9回 ロールモデルによる講話③特別講師（卒業生）(予定)：事前準備 プレゼンの準備・復習

回数 授業計画 事前・事後学修 回数 授業計画

授業の主題
多様なロールモデルの生き方や価値観を学び、自分自身の「好き」と「得意」を軸にライフデザインを描く
ことを目的とする。特別講師の体験談や心理学的知見を通して、人間関係や習慣の重要性を理解し、主体的
に人生を設計する力を養う。

課題等への対応
(フィードバックの方法等)

可能な限り、個別コメントや口頭講評を軸にし、質問や意見は随時受け付け、学習をサポートす
る。

授業の方法
講義、グループワーク、ボードゲーム（人生ゲーム）の活用、特別講師による講話、学生プレゼンテーショ
ンを組み合わせて実施する。授業内外での思考と対話を重視する。

アクティブ・ラーニングの
実施方法

学生自身が主体的に「理想のライフプラン」を考え、発表することを中心に据える。特別講師への
質問、グループでの意見交換、プレゼン発表を通じて学びを深め、互いの気づきを共有する。

科目区分

実務の経験を有する教員担当科目
実務の経験内容及び

科目との関連

科目に含める
ことが必要な

事項

授業形態 講義 履修条件
教育職員免許法
施行規則に
定める

科目区分等

担当者 松島　完 単独

対象学科・
コース

生活創造学科　地域未来
創生コース

配当年次 2年次 春学期 単位数
必修・選択

の別
必修 免許・資格要件

科目区分 専門教育科目 授業科目名 ロールモデル研究 科目コード



定
期
試
験

臨
時
試
験

提
出
物

発
表
内
容

受
講
態
度

実
習
評
価

レベル１

（Ｆ：59%以下）

①
学習
意欲

10 10

授業への参加意識が乏
しく、指名しても発言
しない。欠席時に連絡
しない。

②
規律性

10 10 課題を提出しない。

③
知識

④
技能

⑤
情報
活用
能力

40 20 20

指示された条件に従っ
て提出物・発表物を編
集しておらず、わかり
にくい。

⑥
課題
解決力

⑦
言語
活用
能力

40 20 20

指示された条件に従っ
て提出物・発表物を編
集しておらず、わかり
にくい。

⑧
コミュ
ニケー
ション
力

⑨
主体性

⑩
協働性

100 50 40 10合計

実
践

行
動
・
応
用

表
現

多様な情報を指示され
た条件に従って提出
物・発表物を編集し、
効果的にまとめ、わか
りやすく表現できる。

多様な情報を収集し、
他者にわかりやすく表
現する力

提出物・発表物における
独自の表現力とわかりや
すさ

指示された条件に従って
提出物・発表物を編集
し、独自の表現力で必要
な情報を入れており非常
にわかりやすい。

指示された条件に従っ
て提出物・発表物を編
集し、独自の表現力で
必要な情報を入れてお
り、わかりやすい。

指示された条件に従っ
て提出物・発表物を編
集してまとめており、
必要な情報は最低限含
まれている。

指示された条件に従って
提出物・発表物を編集し
てまとめているが、情報
が不足しており、ややわ
かりにくい。

提出物の期限厳守
全ての課題を期日までに
提出できる。

全ての課題を提出した
が、期日に遅れた課題
が1つある。

全ての課題を提出した
が、期日に遅れた課題
が2つある。

全ての課題を提出した
が、期日に遅れた課題が
3つある。

提出物・発表物の仕上が
り、創意工夫、完成度

指示された条件に従って
提出物・発表物を編集
し、必要な情報を入れて
おり非常にわかりやす
い。

指示された条件に従っ
て提出物・発表物を編
集し、必要な情報を入
れており、わかりやす
い。

指示された条件に従っ
て提出物・発表物を編
集してまとめており、
必要な情報は最低限含
まれている。

指示された条件に従って
提出物・発表物を編集し
てまとめているが、情報
が不足しており、ややわ
かりにくい。

授業や課題への取り組み
欠席時の連絡・フォロー
の徹底

積極的に授業に参加し、
自発的に発言ができる。
欠席時は事前に連絡がで
きる。

授業に参加し、指名さ
れれば発言できる。欠
席時は事前に連絡がで
きる。

授業に参加し、指名さ
れれば発言できる。欠
席時に連絡ができる。

授業への参加が受け身
で、指名されれば発言す
るものの言葉数が少な
い。欠席時に連絡しな
い。

卒
業
認
定
・
学
位
授
与
の
方
針
（

デ
ィ

プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
）

尽
心

態
度
・
志
向

授業への参加意識が欠
如することなく、向上
心を持って真面目に受
講することができる。

勤勉性
真摯さ
自己管理力

提出物の期限を守り、
指示された条件で提出
することが出来る。

勤勉性
誠実さ
自己管理力

創
造

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断

多様な情報を指示され
た条件に従って提出
物・発表物を編集し、
効果的にまとめること
ができる。

多様な情報を収集し、
他者にわかりやすくま
とめる力

評価基準

学
修
成
果
の
大
分
類

学修成
果の
中分類
[10の
力]

学
修
成
果
の

配
点
比
率

(

%

)

評価方法の配点比率（％） 学修成果の小分類 尺度

学修成果の到達目標 修得する能力 評価方法／評価指標
レベル５

（Ｓ：100～90%）

レベル４

（Ａ：89～80%）

レベル３

（Ｂ：79～70%）

レベル２

（Ｃ：69～60%）


